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ホの中で成長する六万品氷の成長形は常正トでは円盤状であり、圧力をかけて融点をトげると六角板状
になる。この巨混的な形態変化が微授的な表面構造の変化(プリズム商のサーマルラフニング転移)を反
映したものであるのかということが調べられた。また、この研究に必要となる圧力と温度の両方を制御で
き、さらに正力を結品成長の駆動力とする新しい装置が開発された。
表面構造が微混的に荒れている場合その成長速度の駆動力依存性は線形となり、滑らかな場合パラボリ目y
クになる。成長速度の駆動力依存性の違いを測定することによりサーマルラフニングが確認できる。その
為、初めて圧力を駆動力として、融液(水)から成長する六方晶氷の基底面に垂直な面の成長速度が測定
された。この結果、川盤状に成長する氷結品の基底由ιこ垂直な界由ーは荒れていること、六角板状に成長す
る結晶のファセット部分、プリズム両はらせん転位のある滑かな構造をしていることが明らかになった。
また、その結果からプリズム面のサーマルラフニング転移温度は-160C付近であるということがわかった。
さらに水と六方品氷の共存点が測定された。この共存点を結んで共存曲線が得られる。共存曲線の高漏部
(OOCから約一16"Cまで)は先に測定されているBrigemanの測定結果とほぼ一致した。しかし、低温部分
(-] 6"C以下)は業が認められた。本研究の測定点が圧倒的に多いため、本研究の測定値が正しいのではな
いかと推測される。また、ノ?まで知られていなかった共存曲線が滑らかにつながらない領域があることが
観測された。
論文審査の結果の要旨
常圧下、 oOCの水の中で小さな過冷却から成長する氷結晶は円盤状の形態を示すことがよく知られてい
る。 2枚の平行な基底而と完全に丸い側面からなる。側面にはマクロな結晶面は現れない。本研究ではサ
ファイア・アンビルまたはハンド・ポンプを用いて系を加圧し、融点を下げて氷を成長させたとき、調度
-150C、圧力150MPaでプリズム面が側面に発達し、結晶外形が六万対称に定化することを見出した。平衡
に近いところで成長するマクロな結品外形には、原了レベルでの表面j・界面における 2次λ構造が強く反
映される。氷のc軸に平行な固液界面は、すべて荒れた等方的な構造から、低温になると異方性の強い構
造に変化したことを表している。すなわち、プリズム面がミクロなラフニング転移を起こすことが分かつ
fこ。
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ラフニング転移温度を1五位に決めるために、プリズム曲.の法線成長速度を成長駆動力の関数として、さ
まざまな温度において測定した。その結果、成長速度と駆動ノJの関係は--160Cで線形県IJから 2乗則に変わ
ることが明らかになった。このことは、プリズム両は高混では原子尺度で荒れているが、低混ではらせん
転仲.を内部に含む平らな界面であることを示す。こうして、プリズム面のラフニング楓度をー160Cと決定
した。
本研究は、長年の謎であった氷の円盤状形態は、プリズム面の熱励起ラフニングによることを解明した
ものであり、博上(理学)の学位授与に値すると審査した。
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